
【参考】Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度

出生数 2,080人／年 2,200人／年 1,933人／年 1,848人／年 人／年 人／年 人／年 人／年

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

【参考】Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度

従業員数
（雇用保険被保険者数）

91,653人／年 95,200人／年 92,294人／年 91,191人／年 人／年 人／年 人／年 人／年

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

　令和元年度までは、緩やかな景気回復基調を
受けた全国的な雇用の拡大によって従業員数は
増加傾向にあったが、令和２年度は、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大による経済活動の
落ち込みなどに伴う雇用環境の悪化などによ
り、特に男性の雇用保険被保険者数が前年度比
▲1,213人と大きく減少し、従業員数（雇用
保険被保険者数）は91,191人（前年度比▲
1,103人、▲1.2％／目標比▲4,009人）と
なった（女性の雇用保険被保険者数は前年度比
＋110人）。
　今後も引き続き雇用創出を図るための産業振
興や創業支援等、持続可能な地域経済を維持し
ていくための事業承継支援をさらに進めるとと
もに、新型コロナウイルス感染症の影響を受け
る事業者等への支援にも取り組む。

　有効求人倍率についは、1倍以上で推移をしていることか
ら、雇用情勢としては極端に悪化はしていないものの、昨年度
は新型コロナ感染拡大の影響で、製造業、卸売・小売業、宿
泊・飲食業といったところで業況が厳しく求人倍率は低下し
た。今年度については徐々に回復をしてきているものの、コロ
ナ禍以前の水準までには達していない。なお、雇用調整助成金
の活用等により、昨年度は危惧していたほどの離職者は発生し
なかった。
　求人・求職のミスマッチは以前よりみられているが、保安職
は特に高い求人倍率を示しているものの、母数としては多くは
ない。やはり、介護・看護・保育を中心とした医療福祉、建設
業、運輸業といった業種でのミスマッチの解消が課題かと思わ
れる。
　雇用保険被保険者数の減少に関して、令和２年度の男性の被
保険者数の減少の要因は、津ハローワーク管内で雇用保険の適
用事業主であった企業が、組織変更に伴い事務手続きを他県に
移管したことにより、1,000名程度の減少が生じたことによる
もので、この影響を控除すれば、実際には被保険者数は大きく
減少している訳ではなく、令和元年度から令和2年度にかけて
ほぼ同水準で推移している。
　女性については今後社会進出がますます進み、雇用保険被保
険者は徐々に増加していくものと思われるが、男性については
頭打ちになっており、企業立地の促進や津市の人口自体が増え
ていかないと、なかなか伸びていかないのではないかと考え
る。

目標値
（Ｒ６年度）

実績値

基本目標①　出会い・結婚・出産・子育てしやすい環境づくり

　津市に住み、結婚したい、子どもを産みたい、子どもを育てたいと思う人たちの希望がかなう環境づくりを進めます。

数値目標 計画策定時
（Ｈ３０年度）

目標値
（Ｒ６年度）

実績値

第２期津市まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標の評価及び今後の取組の方向性

 全国的な傾向と同様に、本市における出生数
も婚姻件数の減少や晩婚化等の影響によって減
少傾向となっており、令和２年度の出生数は
1,848人（前年度比▲85人、▲4.4％／目標
比▲352人）となった。
　今後も引き続き結婚したい、子どもを生みた
いと思う人たちの希望がかなうよう、出会い・
結婚の支援や妊娠・出産から子育てへと切れ目
のない支援をさらに進める。

　合計特殊出生率に関して、「万が一、妊娠している間に自分
が新型コロナウイルス感染症に罹患してしまったら」という思
いで、この１年間、無理して子どもを作らなかったご家庭もあ
ろうかと思う。
　出産をあきらめていた夫婦に対する支援策について、コロナ
禍が明けた際の特殊な策があるというものでもないと思うが、
これからも地道な活動を継続していただきたい。
　なお、令和３年度の実績値が前年度よりさらに減った際は、
出産を控えた人がいる可能性が高いので、さらなる取組を期待
したい。

基本目標②　産業振興、企業立地等による安定した雇用の創出・拡大

　津市で家庭を持ち、安定した暮らしをしたいという人の希望をかなえるために必要となる雇用の創出・拡大を図ります。

数値目標 計画策定時
（Ｈ３０年度）



【参考】Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度

転入超過数
（転入数－転出数）

1人／年 100人／年 87人／年 ▲386人／年 人／年 人／年 人／年 人／年

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度

市政アンケート等で
「津市は住みやすい」
と回答した人の割合

81.4％ 90.0％ - -

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

　令和２年度は、転入者数、転出者数ともに前
年度から減少したが、県内・県外に分けると県
外からの転入者数の減少が大きく、転入超過数
（社会増減）は▲386人（前年度比▲473
人、▲543.7％／目標比▲486人）となっ
た。日本人の純移動者数は前年度から大きく改
善したものの、新型コロナウイルス感染症の世
界的な感染拡大に伴う入国制限などによって外
国人の転入者数が大きく減少したことが要因と
して考えられる。
　今後も引き続き転入数の増加や転出数の抑制
を図るため、魅力ある地元企業や子育て環境に
関する情報を積極的に発信し、認知度を高める
ことや、企業と求職のマッチングなど、就職
（転職）のタイミングでの転入促進に係る支援
をさらに進める。

意見なし

基本目標③　定住・還流・移住などによる新たなひとの流れの創出

　津市への定住や移住、交流といった観点からの、津市への新たなひとの流れの創出を図ります。

数値目標 計画策定時
（Ｈ３０年度）

目標値
（Ｒ６年度）

実績値

　平成３０年度の市政アンケートにおいて、
「津市は住みやすい」と回答した人の割合は、
目標値を下回ったものの、第１期総合戦略策定
時点の平成２６年度からは1.3%の増加となっ
た。また、同アンケートにおいて、津市のイ
メージとして、「自然環境に恵まれている」に
次いで「地域での人間関係が良い」という項目
の評価が高くなっていることから、今後も人と
人がつながる地域づくりに向けた施策を着実に
推進していく。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの
状況に鑑み、令和２年度に実施予定であった市
政アンケートは今年度に延期したが、感染症の
収束が見えないことなどから同アンケートを令
和４年度（予定）に再度延期とした。

意見なし

基本目標④　人と人が繋がった暮らしやすい地域づくり

　地域に暮らす人たちが明るい将来を思い描き、互いに支え合い、笑顔があふれる地域づくりを進めます。

数値目標 計画策定時
（Ｈ３０年度）

目標値
（Ｒ６年度）

実績値


